
　
平
成
21
年
度
は
長
年
の
悲
願
で
あ

り
、
市
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
京
都
―
園
部
間
の

複
線
化
が
完
成
・
開
業
さ
れ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
な

ど
、
旧
町
か
ら
の
継
続
事
業
を
一
定
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化

に
対
し
て
は
、
旧
町
で
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
制
度
・
事
業
を
継
承
し
な

が
ら
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
も
行
っ
て

　平成
22
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
長

選
挙
を
控
え
て
い
た
た
め
、
扶
助
費
や

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を
は
じ

め
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
、
必
要
な
事
業
を
中
心
と
し
た

骨
格
的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。　昨年

度
の
テ
ー
マ
「
地
域
の
元
気
づ

く
り
か
ら
人
々
の
笑
顔
へ
」
か
ら
、
平

成
22
年
度
は
、
さ
ら
に
こ
の
人
々
の
笑

顔
が
「
市
民
の
元
気
づ
く
り
に
発
展
す

る
」
取
り
組
み
に
特
に
配
慮
し
な
が

ら
、
一
昨
年
か
ら
始
め
た
行
政
評
価
を

踏
ま
え
た
優
先
施
策
を
中
心
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
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市
民
の
元
気
づ
く
り
に
向
け
て

特集②平成22年度南丹市予算

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
「
新
た
な
る
南
丹
市
の
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
育
て
な
が
ら
芽
生
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
、
こ
の
芽
を
さ
ら
に
大
き
く
育

て
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
連
携
し
な
が

ら
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
市
政
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

市営バス運行事業

簡易水道事業

下水道事業

土地取得事業

後期高齢者医療事業

３４億４，５２０万円

６６０万円

２９億８，３６０万円

４，５７０万円

６億４，５３０万円

２８億４，０３０万円

１億３，７４０万円

４億５，７７０万円

＜予算額内訳＞ （単位未満四捨五入）

一般会計 １９４億１，８００万円

特別会計 １０５億６，１８０万円

上水道事業会計

会計名 予算額

合　計 ３０７億２，７２３万円

南丹市予算を家計にたとえてみました 平成２２年度 南丹市予算
　　　　  総額３０７億２，７２３万円

（前年度対比７．４％減）

八木町（亀岡市三郎ヶ岳から撮影）

　南丹市の平成２２年度予算一般会計の歳入（収入）・歳出（支出）を５００万円の家計にたとえる
と、給与収入が約１０９万円ということになります。この収入だけでは家族全員の生計が成り立たな
いので、親（国や府など）から大きな援助を受けています。また、長期間使用できる家や車（学校や道
路）の購入には、金融機関から借り入れも行い、目的に応じて預貯金の取り崩しを行います。
　支出では、食費（人件費）や光熱水費（物件費）を切り詰めながら、生活の質を落とさない努力をし
ていきます。できるだけ無駄をなくして、今あるものを有効に活用していかなければなりません。
　この厳しい家計の状況を改善していくためには、家族全員の理解と協力が必要です。南丹市の将来
のため、知恵を出し合い、助け合いながら、快適な暮らしを築いていきましょう。

優先施策 ５つのキーワード
①安心して子育てできるまちをめざす（Ｐ６～）
②医・食・住の充実と高齢者や障がいのある人の自立
を支援する（Ｐ６～）
③ふるさとで働ける場をふやす（Ｐ７～）
④南丹ブランドの「ほんまもん」をつくる（Ｐ７～）
⑤行財政改革を推進する（Ｐ７～）

７億４，７４３万円




